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概 要 

 平成 14 年度末に着工したケージサイズを拡大するた

めの既存飼育施設および P3 施設の改修工事と新棟建設

が本年度末に完了した。センターの核となる繁殖育成集

団を収容する施設の改修であり、新棟建設と改修工事を

同時並行で行うためには、限られた収容スペースに千頭

以上のサルを頻回に移動させねばならず、工事期間中の

センター職員およびサルの負担は大きかった。二年間に

わたる工事が大過なく完了したのは、緻密な回避計画と

関係者の臨機応変の対応によるものであり、村山分室を

含め関係者の努力に深く感謝する。既存の第一、第二、

第三棟に加え 600頭の収容能力を持つ新棟（第七棟）が

完成したことにより、懸案であった繁殖育成システムの

多様化が可能となった。今後は、それぞれの飼育棟の特

徴を生かした新しい管理システムを構築してゆく必要が

ある。 

 大型新棟の完成は光の部分であるが、度重なる移動の

影響で繁殖成績が低下したのが陰の部分である。ここ数

年妊娠率の低下が問題となっていたが、工事による影響

も重なり年間生産数は 197頭にとどまった。高品質の実

験用サルの生産・供給はセンターの最も重要な業務であ

り、改修なった新しい革袋にどのようなシステムを入れ

るかが緊急の課題である。改修工事という悪条件にもか

かわらず、実験用霊長類の繁殖・育成・品質管理・供給

に関わる業務は遅滞なく実施され、感染研に 98 頭、共

同利用施設に 69 頭の計 167 頭の育成カニクイザルを供

給した。昨年度から霊長類研究リソースの開発・維持に

対して厚生労働科研費による支援が開始され、個体レベ

ルから遺伝子レベルまでの階層の異なる新規の霊長類リ

ソースの開発と若年性網膜黄斑変性家系の維持を継続す

ることができた。 

 サル類の疾患モデルの開発はリソース整備と並ぶ重要

な業務であり、今年度も基盤的研究費、事業費、厚生労

働科学研究費補助金、ヒューマンサイエンス財団、文部

科学省科学研究費等の支援を受けて実施された。共同利

用施設では、遺伝子治療、再生医療、長寿科学、脳科学

研究、移植医療、新規医薬品開発、医療技術開発など運

営委員会で承認された計 30 件の実験が予防衛生協会の

技術支援を受けて進展した。 

 昭和 53 年に国立予防衛生研究所の筑波支所として開

設された霊長類センターは、発足後 27 年を経過し、年

産 250頭の生産能力を有する繁殖コロニーに加えて感染

症実験施設（P2、P3）と共同利用施設の二つの特殊実験

施設を併設する我が国では数少ない総合的な霊長類医科

学研究施設となった。整備されたセンターのリソースと

施設とを広く国内の研究者に開放し、感染症研究のみな

らず創薬研究や医療技術の開発研究を促進するために、

平成 17 年 4 月 1 日より大阪府茨木市に新設される独立

行政法人・医薬基盤研究所（基盤研）の生物資源部門に

移行させる。感染研で実施されるワクチン国家検定への

育成ザル供給を目的として設立されたセンターは、基盤

研移行に伴い実験用霊長類の供給と活用を両輪として、

感染症研究から医科学研究へと守備範囲を広げることに

なる。センター創設以来 27 年間にわたりセンターの運

営に尽力頂いた国立感染症研究所ならびに厚生労働省の

関係者各位のご理解、ご支援に心から感謝するとともに、

基盤研移行後も変わらぬご支援、ご協力をお願いする。 

 人事面では、平成 16 年 4 月 1 日付けで木村展之が、

10 月 1 日付けで揚山直英が検査健康管理室研究員とし

て採用され就任した。平成 17年 3月 31日に向井鐐三郎

検査健康管理室長が定年退官された。繁殖育成コロニー

の微生物学的モニタリングによる育成ザルの健康管理と

感染症実験施設の運営への献身的な努力に敬意を表し、

今後のご活躍をお祈りする。 

 

業 績 
Ⅰ．実験用サル類の病原学的研究 

１．レトロウイルスに関する研究 
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（１）サルレトロウイルス(SRV/D)感染の感染様式に関

する研究 

下痢などの SRV/D 感染症の症状を示すカニクイザル

について、血漿、唾液、尿、糞便を採取し、SRV/Dの分

離培養と RT-nested PCR 法によるウイルスゲノムの検

出を行った。５頭すべての体液・排泄物中にウイルスゲ

ノムを検出した。また、感染性 SRV/Dもすべての体液・

排泄物から回収出来た。37℃で 24 時間保温後の感染力

価は、1/8程度低下したが感染性は残存していた。また、

母胎内感染仔ザル１頭は、生後の発育も正常で無症候で

あったが、すべての体液中にウイルスが検出され、この

ようなサルや排泄物が、当センターコロニーにおける感

染源になっていると思われる。〔原 正幸、菊池俊彦、小

野文子*、佐多徹太郎**、高野淳一朗*、藤本浩二*、寺尾

恵治、向井鐐三郎（*社団法人・予防衛生協会、**感染病

理部）〕 

 

（２）霊長類免疫不全ウイルス Vif蛋白の分子機構に関

する研究 

 HIV-1 Vifはウイルス感染性保持に重要な役割を示す。

ところが Vif を過剰発現すると、それに相関してウイル

ス粒子内 Vif（V-Vif）も増加し、結果としてウイルスの

感染性が顕著に低下する。この作用は Vif N末端側領域

により規定されていたことから、一連の Vif 欠失変異体

を作成し詳細な解析を行った。その結果、10-13 アミノ

酸残基の欠失変異により感染性抑制作用が顕著に低下す

ることが明らかとなった。これらの知見は Vif 新規機能

の生理的意義の解明や、上記 Vif 作用を応用したウイル

ス粒子成熟過程の新規制御法開発に有用であると考えら

れた。〔李永仲、明里宏文〕 

 

（３）SIV複製及び宿主免疫回避に関わるウイルス側・

宿主側因子の作用機構に関する研究 

 Nef 蛋白はウイルス感染細胞における MHC-I 発現を

抑制することにより、CTLによる抗原認識からの回避を

可能とする。本研究では、HIV および SIV 由来 Nef 蛋

白に共通する MHC-I 発現制御機構を解明するための基

盤として、HIV由来 Nef蛋白において同機能に寄与する

アミノ酸残基の特定を試みた。その結果、HIV/SIV間で

保存性の高い N 末端側 Val16 および Met20 が MHC-I

発現制御を規定しており、その前後に存在する Arg-rich 

motif は本機能に直接関与していないことが示唆された。

本研究成果は、Nef による宿主免疫回避のメカニズムを

解明するための重要な知見であると考えられた。〔飯島沙

幸、李永仲、明里宏文〕 

 

２．C型肝炎のサル病態モデル開発 

 これまでの研究により、GBV-Bの感染性分子クローン

より作成したウイルス RNA をタマリンへ接種すること

によりウイルス血症を伴う急性肝炎を呈することが確認

された。その免疫応答について解析するため、大腸菌発

現により精製したウイルスコア蛋白を用いて抗コア抗体

検出用 ELISA システムを構築した。これを用いて

GBV-B 感染タマリンについて経時的な抗体価測定を行

ったところ、血中ウイルス量及び ALTレベルが低下する

感染約８週前後に急激な抗体価の上昇が認められた。そ

の後、血中ウイルスが検出限界以下になるにつれ、抗体

価が低下した。以上のことは液性免疫のウイルス制御に

おける意義を示唆するものと考えられた。ところで、感

染後１年以上が経過したタマリンにおいて、血中ウイル

スRNAはリアルタイムPCR法で検出されないにもかか

わらず、抗コア抗体価は有意なレベルを維持していた。

このことは、GBV-Bがタマリン個体内で潜伏感染してい

る可能性を示唆するものであり今後の解析が待たれると

ころである。〔飯島沙幸、李永仲、明里宏文〕 

 

３．アルツハイマー病に関する研究 

（１）カニクイザル脳組織を用いた加齢性神経変性疾患

に関する検索：カニクイザル脳組織を用いた細胞内アミ

ロイドβ（Aβ）の加齢性変化 

 アルツハイマー病（AD）患者脳では老人斑構成蛋白ア

ミロイドβ（Aβ）の神経細胞内への蓄積が見られるこ

とが報告されている。そこで様々な年齢のカニクイザル

脳組織を用いて細胞内 Aβの加齢に伴う局在および細胞

内蓄積量の変化を検索したところ、若齢個体における細

胞内 Aβの免疫染色に世界で初めて成功した。このこと

から、若齢期からすでに細胞内 Aβが存在していること

が明らかになり、我々が確立した免疫組織化学的手法は、

今後の細胞内 Aβ研究に非常に有用な実験手技となるこ

とが期待される。生化学的検索からは、加齢に伴い産生
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Aβ分子種の変化が確認され、細胞内 Aβが加齢ととも

に神経終末分画において蓄積することが明らかになった。

〔木村展之〕 

 

（２）in vitroにおけるアミロイドβ（Aβ）の神経系細

胞に与える影響：ラットおよびカニクイザル胎仔大脳皮

質初代培養系における Aβの影響と種差比較 

 過去の Aβに関する in vitro実験は高濃度 Aβ添加に

よる短期実験がほとんどであり、加齢性疾患であるアル

ツハイマー病（AD）態を再現しているとは言いがたい。

そこで我々は低濃度 Aβによる神経系細胞への長期的影

響をラットおよびカニクイザル由来大脳皮質初代培養系

を用いて検索した。その結果、低濃度 Aβの長期暴露に

よって惹起された反応は神経細胞の障害ではなくアスト

ログリア（AG）による ApoE および GFAP 蛋白の発現

上昇であり、AD 進行初期では AG の反応が非常に重要

な役割を担っていることが示唆された。また AGにおけ

る ApoE産生経路に種差が見られたことから、ヒトに近

縁なカニクイザル由来の培養系を用いることは、今後の

AD研究に非常に有用であると考えられる。〔木村展之〕 

 

Ⅱ．実験用サル類の臨床病理学的研究 

1. サル類を用いた心疾患に関する研究 

（1）カニクイザルを用いた虚血性心疾患モデルの構築 

全身吸入麻酔下のカニクイザルにおいて正中開胸を行

い左冠動脈前下降肢を結紮し、心筋梗塞部位を作成した。

サルにはあらかじめ CVラインを留置し、モニター電極

の埋め込みを行い術後管理に備えた。心筋梗塞作製後は

モニター管理と尿量測定などを行い、鎮痛剤、強心剤、

利尿剤投与などの必要な処置を適宜施した。その後超音

波診断、血圧測定、血中心筋逸脱酵素の濃度測定などを

行い、安定して心筋梗塞病態が維持出来ていることを確

認した。これまでに本モデルを利用して、虚血心筋に対

する自己造血幹細胞移植治療の効果を確認しており、今

後もさらに細胞療法における有効性、安全性試験に大き

く寄与するものと思われる。 

〔揚山直英、柴田宏昭、寺尾恵治〕 

 

（2）カニクイザルにおける心疾患 

 我々はこれまでに 20 歳以上の老齢個体を含めたカニ

クイザル 126 頭、アフリカミドリザル 36 頭を対象とし

て心機能検査を行ってきた。検査の結果、アフリカミド

リザルでは拡張型もしくは肥大型心筋症が疑われる個体

が 11 頭検出された。カニクイザルにおいては心室中隔

欠損症、右室二腔症、弁膜症、心内膜炎および重度心不

全症状を伴う拡張型心筋症を疑う個体を検出した。また、

臨床症状を伴わない弁口の逆流を認める個体も検出され、

20 歳以上の老齢個体においては半数以上に何らかの心

機能障害を認めた。今後さらなる横断的調査、また重度

な心疾患においては縦断的調査を行い心臓病態機序の解

明、新規治療法開発研究に寄与したいと考える。 

〔揚山直英、鯉江 洋、小野文子*、山海 直（*予防衛

生協会）〕 

 

２．サル類におけるMRI検査 

 サル類における高磁場MRI撮像条件の確立を試みた。

撮像条件の適正化を行いカニクイザル頭部 T1、T2、プロ

トン強調画像、3D 画像に加え拡散強調画像（diffusion 

weighted image）、組織灌流画像（perfusion weighted 

image）の撮像条件を確立した。さらに ECG trigger法

を用い、多動臓器である心臓の撮像を可能とした。また、

血中滞在時間の長い造影剤のボーラス投与により心筋の

組織灌流画像の撮像条件も確立した。これらの撮像プロ

トコールを用いることによりカニクイザルにおいて心疾

患をはじめとした様々な疾患の病態解析が可能になると

考えられる。 

〔揚山直英、成田勇人*、小野文子*、寺尾恵治（*予防衛

生協会）〕 

 

３．カニクイザルにおける赤血球動態 

 カニクイザルの赤血球動態について調査した。生理学

的には、加齢に伴い、RBC、HGB、HCT、MCV値につ

いて増加する傾向が認められた。疾患との関連では多く

の症例で貧血を併発していることが明らかとなった。し

かし、貧血の重篤度と性別、加齢との因果関係は見られ

ず、疾患による複合的な要因により貧血を併発している

ことが示唆された。一方で原因疾患を特定できない貧血

は半数近くに認められ、このような症例では SRV 感染

率が高く、貧血と SRV感染との関連性が示唆された。 

〔斎藤 直之*、大藤 圭子*、高野 淳一朗*、原 正幸、岡
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林 佐知*、片貝 祐子*、向井 鐐三郎、小野 文子*、寺尾 

恵治（*予防衛生協会）〕 

 

４．カニクイザルを用いた BSE プリオン感染モデルの

開発 

 カニクイザルに BSE 発症ウシ脳乳剤を接種し、経時

的に血液や脳脊髄液等の採材、神経生理学的及び行動学

的解析を行っている。接種１６ヶ月目で脳内接種群に成

長の遅延傾向が認められた。また非律動運動では眼振、

掻痒感が認められ、皮質脳波で高振幅徐波が多発する傾

向が観察された。サルにおける発症は３～５年と報告さ

れていることから継続して検索していく。BSE感染モデ

ルサル作出は、vCJD 発症機序の解明および、早期診断

によるヒト相互間における移植等医原性感染のリスク排

除に有用と考えられる。 

〔小野 文子*、寺尾 直美、冷岡 昭雄*、大山 篤史*、

寺尾 恵治（*予防衛生協会）〕 

 

５．カニクイザルの脳ＭＲＩ画像解析 

 ３～３３歳カニクイザルの脳 MRI 撮像を行い、加齢

に伴う変化について解析した。脳の解剖学的形態の比較

については 30 歳雄カニクイザルで側脳室の顕著な拡大

が確認されるなど画像診断学的にも有意な所見が得られ

た。更に、灰白質容積・白質容積において有意な加齢性

容積減少等が見られた。老人病に代表される異常化のメ

カニズムを明らかにするために、画像診断を用いた評価

方法を樹立することは必須であり、各年齢動物の画像デ

ータベース構築を引き続き進めていく計画である。 

〔成田 勇人*、斎藤 直之*、揚山直英、小松崎克彦*、

小川浩美*、岡林 佐知*、片貝 祐子*、小野 文子*、寺尾 

恵治（*予防衛生協会）〕 

 

６．脳梗塞モデルの作成 

 脳梗塞治療法の開発には脳の構造と機能がヒトと類似

した霊長類モデルは不可欠である。マイクロカテーテル

を用いた中脳大動脈閉塞による梗塞モデル作成を試みた。

明らかな臨床症状とMRIによる梗塞像が確認されたが、

障害の程度が著しかったことから、梗塞時間を調節する

ことによって、治療研究の評価に適切なモデル系を作出

することが重要と考えられる。一方、MRIによる梗塞の

評価については脳損傷の広がりを非侵襲的、経時的に描

出でき、非常に有用な手段であることが示された。 

〔小野文子*、成田勇人*、斎藤 直之*、小松崎克彦*、小

川浩美*、片貝祐子*、間瀬光人**、吉川泰弘***、寺尾恵

治（*予防衛生協会、**名古屋市大、***東大）〕 

 

Ⅲ．霊長類の研究リソース開発に関する研究 

１．カニクイザルのマイクロサテライトマーカーの整備       

カニクイザルのマイクロサテライトマーカーを整備す

るために、148 のゲノム全体のヒト用プライマーを用い

て、20の無関係なカニクイザルゲノム DNAを鋳型にし

てヒトのマイクロサテライトマーカーが使えるか検討を

行った。その結果、少なくとも 106 (72%) のプライマー

がカニクイザル DNA配列でも増幅し、さらに 66 (45%) 

のプライマーが多型性を持つ産物を増幅できる事を確認

できた。これらのマーカーの多型数は 2 ～ 10 であり、

その平均値は 5.28であった。また、この多型マーカーは

メンデルの遺伝法則に準拠していることを確認した。今

後、このデータを基礎として、カニクイザルゲノムの連

鎖地図の作成を目指していく。 

〔菊池俊彦、寺尾恵治〕 

 

２．カニクイザル繁殖コロニーにおける EBV、CMV、

SFVの SPF化に関する研究 

 母ザル哺育および人工哺育由来の離乳仔ザルについて

EBV、CMV、SFV感染状況を調査し、SPF化の検討を

行った。人工哺育由来の仔ザルは EBV、CMV、SFV全

てにおいて、母ザル哺育由来の仔ザルに比べ低い感染率

であった。特に EBV については母ザル哺育仔ザルでの

感染率が 56%であったのに対し、人工哺育由来の仔ザル

は全て陰性であり、人工哺育の有効性が明らかとなった。

今後、人工哺育サルを活用して、高率にこれら３種のウ

イルスをコロニーから排除できる可能性が示された。 

[成田豊子＊、高野淳一朗＊、羽成光二＊、藤本浩二＊、吉

田高志、寺尾恵治（＊予防衛生協会）] 

 

３．SRV/D の SPF 化における人工哺育利用の有効性に

関する研究 

 カニクイザル繁殖群における SRV/D の感染率を、離

乳時から 24 歳齢まで 5 つの年齢群に分け、RT-PCR に

4



筑波医学実験用霊長類センター 

よるウイルス RNAゲノム検出とWBにより調査した。

また離乳時における人工哺育と母ザル哺育由来について

も比較を行った。陽性率は年齢とともに上昇し、５歳齢

で 90%以上であった。一方、ゲノムの検出率は全ての年

齢群において差は無く、離乳時の比較でも差はなかった。

離乳時期を早めても SRV/Dの排除には有効でなかった。

この結果、経胎盤感染が推測され、現在妊娠ザルとその

胎仔あるいは新生仔の感染状況を調査している。 

[高野淳一朗＊、成田豊子＊、羽成光二＊、藤本浩二＊、吉

田高志、寺尾恵治（＊予防衛生協会）] 

 

４．カニクイザルの人工哺育 

 カニクイザル繁殖群では、野生ザル由来から F1 世代

への移行に伴い、人工哺育の必要性が増加している。ミ

ルクは 1 日４回与え、8 週齢まで保温性の高い発泡スチ

ロール箱とパネルヒーターを用いた。それ以降は２分割

に仕切れるアクリル製哺育箱に移し、同居させた。人工

哺育は６ヶ月齢もしくは体重 800ｇで終了した。この結

果、人工哺育期間の死亡率は 1990年の 40％から、2003

年には 10％以下に減少した。体重成長は離乳時で母ザル

哺育の仔ザルと差が無く、死亡率も減少したため今回の

人工哺育方法はカニクイザルに適していると判断した。 

[羽成光二＊、新井千尋＊、後藤五十六＊、藤本浩二＊、吉

田高志、寺尾恵治（＊予防衛生協会）] 

 

５．縦断的調査によるカニクイザルでの閉経後の骨量減

少 

 年齢の異なる多数の個体を対象として横断的手法によ

る骨密度の減少を調査しても、老齢個体では個体差が大

きく実証は困難である。そこで、霊長類医科学実験施設

のエイジングファームの動物の腰椎骨ならびに全身骨の

測定を行なった。2000 年 5 月より約半年の間隔で反復

測定を行なった。個体毎に測定値をプロットしたところ、

23 歳齢以上の一部の個体で全身骨量並びに腰椎骨量の

減少傾向が認められた。カニクイザルの 23 歳齢頃は閉

経時期に相当する。今後も可能な限り観察を継続し自然

発症性の閉経後骨粗鬆症の実験モデルとしたい。 

[小松崎克彦＊、羽鳥真功、藤田志歩、吉田高志（＊予防

衛生協会）] 

 

Ⅳ．生殖生理および発生工学的研究 

１．年齢によるカニクイザルの排卵時期の比較 

 カニクイザルを若齢（6～10歳）と高齢（15～21歳）

の２群に分けた。排卵時期は血中エストラジオール-17β

（E2）のピーク値から急激に低下する間に起きたものと

推定され、両群を比較した。若齢群で排卵は月経初発日

から第 12-13日と第 13-14日に高率に認められた。高齢

群では第 11-12日、第 12-13日、第 13-14日で同様に見

られ、排卵率は若齢群よりも低かった。第 14-18日では、

高齢群でより多く排卵が認められた。高齢群において排

卵する時期の幅が若齢群よりも大きく、高齢個体の排卵

は、若齢個体よりもバラツキを生じやすいことが明らか

となった。 

[下澤律浩、岡田浩典、羽鳥真功、吉田高志、山海 直] 

 

２．カニクイザルの体細胞核移植卵作出の試み 

 ホルモン処理により卵胞発育を誘起したカニクイザル

から未受精卵を採取した。卵の核を除いたあと、卵丘細

胞あるいは皮膚細胞を卵細胞質に注入した。その後、活

性化処理を行い核について観察した。また、得られた卵

は 37 度、5％CO2、5％O2環境で培養した。その結果、

低率ではあるが発生を開始する卵を認めた。 

[山海 直、下澤律浩、岡田浩典、羽鳥真功、小倉淳郎＊、

井上貴美子＊、越後貫成美＊、三木浩美＊、吉田高志、寺

尾恵冶（＊理研）] 

 

３．妊娠カニクイザルの卵巣から採取した未成熟卵子の

体外成熟培養 

 実験殺妊娠カニクイザルの卵巣から成熟卵子と同等サ

イズの卵子の体外成熟培養を検討した。卵子は、卵丘細

胞の付着程度の良好なものからＡ区、Ｂ区およびＣ区に

分けた。24 時間後に成熟卵は、それぞれ 18％、20％お

よび 17％であった。培養を継続した未成熟卵は、48 時

間目で、積算してそれぞれ 45％、30％および 25％、な

らびに 72時間目で 50％、30％および 29％であり、Ａ区

において成熟率が高い傾向にあった。未成熟卵子の体外

成熟において卵丘細胞の必要性と成熟時間にバラツキが

生じることが示された。 

[下澤律浩、岡田浩典、羽鳥真功、吉田高志、山海 直] 
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４．アフリカミドリザル精子の凍結保存 

 マカカ属サル類精子の凍結保存に有効な TTE 溶液を

用いた方法でオナガザル属のアフリカミドリザルの精子

を凍結すると運動性を失うが、凍結前処理を短時間で実

施する変法を用いることにより融解直後に良好な運動性

を示す精子がみられることを確認している。今回、さら

に凍害保護剤と平衡時間について検討を進めた。その結

果、LN2気相中で瞬間的に凍結した場合、凍害保護剤を

用いなくても運動性を保った精子が回収でき、このとき

凍害保護剤の有無による大きな差は認められないことが

明らかとなった。 

[岡田浩典、下澤律浩、羽鳥真功、山海 直] 

 

５．顕微鏡下細胞培養システムで培養した細胞の長期間

デジタル連続撮影装置を用いた動画による観察 

 STO 細胞およびカニクイザル胎児線維芽細胞の増殖

動態並びにウサギ受精卵卵割の長期間観察を行った。培

養には顕微鏡下で温度と CO2 濃度の制御システムを用

い、コンピューターで自動制御されたデジタルカメラに

よる高画質で長期間の連続撮影を行った。その結果、胎

児線維芽細胞で共通の分裂様式が見られ、その中でいく

つかの種特異的な現象も認めた。また、ウサギ受精卵の

発生の全行程の観察が可能となった。本システムで長期

の培養観察が可能であり、さらに、新知見が得られる可

能性が示された。 

［羽鳥真功、岡田浩典、下澤律浩、山海 直］ 

 

６．カニクイザル ES細胞におけるテラトーマ形成能 

 他機関から分与されたカニクイザル ES 細胞である

CMK6GFP の培養およびその正常性をテラトーマ形成

により検討した。コラゲナーゼによる継代を 3-４日毎に

行ったところ、継代初期は分与時と同様に扁平なコロニ

ー形状を示した。この CMK6GFP を継代時に浮遊培養

させたところ、胚様体が形成され、その初期分化能を認

めた。さらに、多分化能を確認するために、免疫不全マ

ウスに CMK6GFPを移植し、２−３ヶ月後に形成された

腫瘍を調べたところ、三胚葉に由来する組織が認められ

た。分与初期のサル ES 細胞は正常な多分化能を保持し

ていることが確認できた。 

[下澤律浩、中村紳一郎＊、寺尾恵治（＊日獣大）] 

 

７．カニクイザル ES 細胞における発現タンパク質の解

析 

 カニクイザル ES 細胞で高発現しているタンパク質を

解析するためにウェスタンブロット法を応用した 

PowerBlot解析（BD Biosciences）を用いて分化初期の

胚様体との比較を行った。コラゲナーゼ処理した ES 細

胞コロニーを回収し、PBS 洗浄後-80℃に保存した。ま

た、胚様体は浮遊培養から２-３週間後に回収し、PBS

洗浄後-80℃に保存した。これら二つを解析したところ、

初期分化細胞である胚様体と比べて ES 細胞で５倍以上

および 1/5 以下の発現を示したタンパク質が９種類およ

び１５種類確認できた。これらのタンパク質は初期分化

あるいは未分化性と何らかの関連があるものと考えられ

る。 

[下澤律浩、寺尾恵治] 
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targeted cerebral ischemia in macaque monkeys. Society for 

Neuroscience 34th Annual Meeting. San Diego, USA. 

October10 23-27, 2004 

8) Shimozawa N, Okada H, Hatori M, Yoshida T, Sankai T: 

Collection of mature ooctyes and the intracytoplasmic sperm 

injection in the African green monkey (Cercopithecus 

aethiops) and cynomolgus monkey (Macaca fascicularis). 

11th International Workshop of Primate Diseases, December 

2004, Tsukuba. 

9) Okada H, Hatori M, Shimozawa N, Sankai T: Development 

of the cryopreservation method of spermatozoa in 

cynomolgus monkeys (Macaca fascicularis) and African 

green monkeys (Cercopithecus aethiops) −Comparison of 

cynomolgus monkey and African green monkey 

freeze-thawed spermatozoa −. 11th International Workshop of 
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Primate Diseases, December 2004, Tsukuba. 

10) Hatori M, Okada H, Shimozawa N, Ebisawa T, Sankai T: 

Development of the new cell culture system under a 

microscope and observation of the cells by the animation built 

using a digital photography equipment. 11th International 

Workshop of Primate Diseases, December 2004, Tsukuba. 

11) Kikuchi T, Terao K: Establishment of microsatellite 

marker in Cynomolgus monkey. 11th International Workshop 

of Primate Diseases（Tsukuba）December, 2004. 

12) Ageyama N, Koie H, Ono F, Kanayama K, Sakai T, 

Sankai T. Diagnosis  of Cardiovascular System in African 

Green Monkey (Cercopithecus aethiops). 10 th International 

Workshop of Primate Diseases. Tsukuba, Japan. December 

9-10, 2004. 

13) Koie H, Ageyama N, Ono F, Sato T, Sakai T, Kanayama 

K, Sankai T. Echocardiography of Cardiovascular Disorders 

in a Cynomolgus Monkey (Macaca fascicularis). 10 th 

International Workshop of Primate Diseases. Tsukuba, Japan. 

December 9-10, 2004. 

14) Ogonuki N, Inoue K, Miki H, Mochida K, Hirose Y, 

Okada H, Shimozawa N, Takeiri S, Nagashima H, Sankai T, 

Ogura A:.Differential development of rabbit embryos 

following microinsemination using sperm and spermatids. 

31st Annual Conference of the International Embryo Transfer 

Society, Copenhagen. January 2005. 

 

２．国内学会 

1) 揚山直英、鯉江 洋、小野文子、山海 直：室内繁殖

カニクイザルコロニーでの循環器疾患に関する大規模ス

クリーニング。第 137回日本獣医学会学術集会（神奈川）

2004年 4月 

2) 鯉江 洋、揚山直英、小野文子、佐藤常男、酒井健夫、

金山喜一、山海 直：心エコー図で見られたサル類の心

疾患。第 137 回日本獣医学会学術集会（神奈川）2004

年 4月 

3)海老澤崇史、揚山直英、小野文子、神田忠仁、西村亮

平、豊岡照彦：サル類を用いた研究に期待すること-重症

心不全の遺伝子治療の開発戦略-。第 137 回日本獣医学

会学術集会（神奈川）2004年 4月 

4)揚山直英、鯉江 洋、小野文子、山海 直：室内繁殖

カニクイザルコロニーでの循環器疾患に関する大規模巣

クリーニング シンポジウム：サル類における循環器疾

患モデル 第 137回日本獣医学会（藤沢）2004年 4月 

5)鯉江 洋、揚山直英、小野文子、佐藤常男、酒井健夫、

金山喜一、山海 直：心エコー図でみられたサル類の心

疾患シンポジウム：サル類における循環器疾患モデル  

第 137回日本獣医学会（藤沢）2004年 4月 

6)原正幸、小野文子、菊池俊彦、高野淳一朗、成田豊子、

藤本浩二、馬場忠、寺尾恵治、向井鐐三郎: 霊長類セン

ターのカニクイザルコロニーにおける SRV/D の疫学調

査、第 51 回日本実験動物学会（長崎）2004年 5月 

7)下澤律浩、広瀬良宏、岡田浩典、吉田高志、山海 直：

アフリカミドリザルおよびカニクイザルにおけるグリセ

リン溶媒を用いた FSH による卵胞発育誘起の試み 第

45回日本哺乳動物卵子学会（大津市）2004年 5月 

8)冷岡昭雄、吉田高志： サル類の飼育・繁殖現場から

生まれる最新医療研究 シンポジウム カニクイザル室

内繁殖コロニーの現状と工夫、および問 

題点 第 51回日本実験動物学会（長崎）2004年 5月 

9)下澤律浩、広瀬良宏、岡田浩典、吉田高志、山海 直：

アフリカミドリザルにおける顕微授精に関する検討 第

51回日本実験動物学会（長崎）2004年 5月 

10)岡田浩典、広瀬良宏、下澤律浩、伊藤雅夫、山海 直：

アフリカミドリザルのES細胞樹立の試み 第51回日本

実験動物学会（長崎）2004年 5月 

11)高野淳一朗、成田豊子、 橘裕司、清水利行、小松原

博文、寺尾恵治、藤本浩二：輸入カニクイザルからの赤

痢アメーバ（Entamoeba histolytica）の分離 第 51回

日本実験動物学会（長崎）2004年 5月 

12)寺尾恵治、サルをモデルとした神経・免疫・内分泌相

関の解析̶心理的、社会的ストレスと免疫機能̶シンポジ

ウム II、ストレス研究最前線̶各種ストレス環境におけ

る生体反応̶、第 51 回日本実験動物学会（長崎）2004

年 5月 

13)寺尾恵治、再生医療技術のトランスレーショナルと実

験用サル類、シンポジウム「サル類の飼育・繁殖現場か

ら生まれる最新医療研究」、第 51回日本実験動物学会（長

崎）2004年 5月 

14)下澤律浩、岡田浩典、冷岡昭雄、吉田高志、山海 直：

年齢によるカニクイザルの排卵時期の比較 第 20 回日

9
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本霊長類学会（犬山）2004年７月 

15)岡田浩典、下澤律浩、山海 直：アフリカミドリザル

およびカニクイザル精子の凍結保存 第 20 回日本霊長

類学会（犬山）2004年７月 

16)土田順子、吉田高志、小野孝浩、山海 直：室内繁殖

コロニーで育成されたカニクイザルの哺育態度に関する

統計学的解析 第 20回日本霊長類学会（犬山）2004年

7月 

17)成田豊子、高野淳一朗、小野文子、藤本浩二、寺尾恵

治：筑波医学実験用霊長類センター（TPC）カニクイザ

ル繁殖コロニーにおける EBV、CMV、SFVの感染状況

調査と SPF 化に関する研究 第 20 回 日本霊長類学会

（犬山）2004年 7月 

18)寺尾恵治，河野陽子，古屋優子、坂庭操、カニクイザ

ルの老化に伴う抗核抗体出現時期の検討。第 20 回日本

霊長類学会（犬山）2004年 7月 

19)花園豊, 吉岡徹, 揚山直英, 柴田宏昭, 安隆則, 山本

啓二, 寺尾恵治, 島田和幸, 池田宇一, 小澤敬也：虚血性

心疾患に対する骨髄幹細胞移植治療のメカニズム。第 66

回日本血液学会総会（京都）2004年 9月 

20)揚山直英、鯉江 洋、金山喜一、酒井健夫、小野文子、

山海 直：アフリカミドリザルにおける心機能検査。第

138回日本獣医学会学術集会（北海道）2004年 9月 

21)木村展之、柳澤勝彦、寺尾恵治、小野文子、榊原一兵、

石井寿幸、久和茂、吉川泰弘：Age-Related Changes of 

Senile Plaque-associated proteins in Cynomolgus 

Monkey Brains. 第２３回日本痴呆学会（東京）2004

年 10月 

22）飯島沙幸、石井孝司、李永仲、岩田奈織子、八木慎

太郎、山口健次郎、槇昇、吉崎佐矢香、町田早苗、木村

展之、鈴木哲朗、佐多徹太郎、宮村達男、明里宏文：C

型肝炎のサル病態モデル開発。第 52 回日本ウイルス学

会学術集会（横浜）2004年 11月 

23)中山大介、徳永恵一、清永康平、三隅将吾、高宗暢暁、

向井鐐三郎、橘 圀臣、梅田 衛、柴田英昭、庄司省三：

CCR5-CXCR4 キメラ環状抗原により得られた種々の単

クローン抗体の Cross-clade HIV-1 感染防御。第 52回

日本ウイルス学会学術集会（横浜）2004年 11月 

24)李 永仲、飯島沙幸、明里宏文：HIV-1 Vif蛋白によ

る Gag p2/NC プロセシング制御に関する解析。第１８

回日本エイズ学会学術集会（静岡）2004年 12月 

25)徳永恵一、中山大介、清永康平、三隅将吾、高宗暢暁、

向井鐐三郎、橘 圀臣、梅田 衛、柴田英昭、庄司省三：

HIV-1 coreceptorに元づいたキメラ環状抗原免疫カニク

イザル抗血清による種々clade由来の R5X4 HIV-1への

多様な感染阻害。第 18 回日本エイズ学会学術集会（静

岡）2004年 12月 

26)土屋英明、中川佳子、岡田浩典、下澤律浩、高田達之、

鳥居隆三、桑名 貴、山海 直：カニクイザル始原生殖

細胞の検出と培養の試み 第 84 回関西実験動物研究会

（京都）2004年 12 月  

27)前田るい、寛山 隆、須藤和寛、三原田賢一、山海 直、

小倉淳郎、中村幸夫 マウス核移植 ES 細胞の造血細胞

への分化能 第 27回日本分子生物学会（神戸）2004年

12月 

28)柴田宏昭、佐々木京子、揚山直英、北野良博、林 聡、

田中裕次郎、寺尾恵治、花園 豊：サル ES 細胞を用い

た同種移植実験：テラトーマ形成リスクの軽減の試み。

日本再生医療学会（大阪）2005年 3月 

 

招聘講演 

1)揚山直英：サル類輸入検疫の実際と健康管理に関する

臨床例。滋賀医科大学 動物生命科学研究センター

（RCALS）第５０回記念特別セミナー（滋賀）2004 年

5月 

2）寺尾恵治、サル類の免疫系の初期発達と加齢変化、

イナリサーチ創業 30 周年記念学術講演会（大阪）2004

年 7月 

3)藤本浩二、カニクイザルコロニーの微生物学的モニタ

リング、イナリサーチ創業 30周年記念学術講演（大坂）

2004年 7月 

4）寺尾恵治、カニクイザルをモデルとした末梢 T 細胞

の加齢変化、シンポジウム「老化のバイオロジー（1）：

実験動物のヒト老化モデルとしての有用性と限界、そし

て新たな挑戦」第 19 回老化促進モデルマウス（SAM）

研究協議会（守口）2004年 7月 

5)寺尾恵治、サルをモデルとした神経・内分泌・免疫相

関の解析̶心理的、社会的ストレスと免疫機能̶、第 68

回日本心理学会ワークショップ「ストレスにおける神経

系、内分泌系、免疫系のクロストーク（2）̶脳・免疫相
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関、新たなストレスモデルの提唱̶（大阪）2004年 9月 

6）寺尾恵治、霊長類を用いたトランスレーショナル・

リサーチの現状と将来（独法・医薬基盤研究所における

霊長類センターの役割）、動物衛生研究所、第 626 回水

曜会（筑波）2004年 12月 

7)寺尾恵治、再生医療など新規医療技術の光と陰－ES

細胞を用いた再生医療戦略を例として－、第７回生殖工

学研究会、2005年シンポジウム（東京）2005年 3月 
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